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り γ ゴハダェの生態率的研究 (Ij

Metatetranychu8 ulmi成体の出度選好

森嬰須

(~t11手道犬弘農塾音ß動物王手数~)

Ecological studies of apple tree mites [1] 

On the temperatur日 preferenceof adult of 
iJJetatetraJ1)吋usulmi 

By 

HANS MORI 
(Zoological Institute. Fa巴ultyof Agriculture， Hokkaid口University)

1950 !，cl三から 1952年の夏期にかけて本邦のリ

ンゴ栽ti?地に於てはザンゴハグニの愛生が著しか

った。元来リンゴハグニは悲の汁液をとi汲牧し， と

のために去の機能は阻害され，その被害の激甚な

場合には早期落葉を来たして果買の品立を低下さ

せるほか，花芽の着生を不良にし，樹の i市t;JJ~をi主を

鵜めると宰，その麗らす被害の韮だしいものがあっ

て，栽培家は防除tf策に腐心している。近年の農

業薬剤の進歩に1'¥oi:tい，各都有効薬J散布によって

栽培2誌はハダェ駆除去と論じているが，ハダニの生

態与さ的究i切なくして， とれの殻生議防及び田正除の

完壁はjkJl待するととは出来ない。筆者ばリンゴハ

ダニの生態墜的研究に若手L什先示、ハダニの生日

環境の中で主要た物理的囚子の一つであるift度ic

釘するとの動物の行動の分析を試み，二，三の知

見を得たので、主主に報告する。

稿v芋するに蛍って，常に懇話1;;;御指導ーと抑
校間をと;永った犬飼教授. 1[1下助教授に深く感謝す

る。又:1:f~枝jl~ilの使用を許容され，多大の便宜主三興

えて下さったI塾塾塁手第一敬宗の津町教授，田村助

教授に1}j)磁を申し述べるものである。

材料及び方法

1953年 6月から 7月にかけて宮大;聖書果樹園

のリンゴ樹より採集したリンゴハグニの一指，

，1Jetat山-anychusulmi (KOCu)の成体に就いて貰験し

た。

貰験装置は第 1fufi!(1::.示すような "alternative

chamber円〔排出原却は TI{OMSO;:-;(1938)による〕

を使用Lた。 i昆度(1::.討するハダユの行動を正確に

分析する目的の装置として alternativechamber 

は温度の勾配を作る際に，とれに伴なって主主やる

i品度の勾配をこ可及的に防ぎ得る黙で優れている o

第1闘 alternativechamber 

装置は在任40cm，高さ 20cm，今回?なの 2つ

のトグン製7J<.;J"!iiをこ 4cm離じた位置に置く。今出!

?苛の上部中央に註イ'lJ:~ 16 cm. 深さ 5cmの字国形の

出所があって，そとにl員i向型の詐器(在{ST:16 cm， 

高さ 5cm)を挿入すると alternativechamber・を形

成するo 容器の底面より 2cmの高さに水平にi苦

手の布を:張ってハグユの行動の;場とじた。ギlî(Î~下
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には NaClの過飽和溶液を入れた皿を置いて察器

内のi感度を均等(約 76%)にするように努めた。

ハダニは布面より器壁に容易に這い昇るので叶Jの

謹縁に粘着聞を塗ってそれを防止した。容器の雨

縁をと闘む2つの水槽に，異なった温度の湯を入れ

て容器内の温度勾配が一定のi[aを得るまでには約
10分聞を要した。 容器の雨側の温度はギfj商に置

いた2本の寒暖計で、測った。賓験経過中の熱の喪

失を防ぐために装置全体を保温器に入れ，装置の

上面はハダニの出入用に中央に孔を穿った二重カや

ラス板で覆って上から観察した。

賓験は 2方法を行った。 その 1は22-26個

体を中央孔より入れて 5分間隔で容器の雨側の

ハダニの重立を 30分間にわたって記録し， その線、

計を求めた。 その際，中央線に沿う 4cmの中間

・帯上のハダニの教は算えない。他の方法はハダニ

1個体歩。中央孔より入れ，極々の温度の組合せ

に就いて各個体が1時間に歩行ずる軌跡を傍らに

用意した方眼紙に描いて，その足跡から走熱性に

閲して考察した。

貫験開始以前に温度勾配のない容器にハダニ

童文十頭をこ放置して，個体間相互の干渉の有無及び

容器壁縁のハダニに及ぼ、す周遅効果の有j尽に就い

て検討する必要があった。 25頭の観察結果による

と，ハダェは集合する性質も特に周謹に沿う動作

もなく，絶えや容器内に一様に分布して行動する

ことを認めた。

貰験はすべて真上からの均一な照明下 (60W，

45cm)で行い， 寅験の中頃に容器を 180。廻縛し

て，位置による差の影響を防止した。

費験成績

費験 1. ハダユの温度選好域を測定するた

め，先や左右の温度差を 5CCにした容器内のハダ

ニの分布~調べた。

10CC以下の場合はハダニの感受性は著しく鈍

感になり，歩行は停滞し易く貫験不能で、あった。

温度勾配 10-15
0

C より順次高温度の組合せを作

.って容器の雨側のハダニの童文を記録した成績を第

1去に示す。

温度勾配 10-15
C

Cでは反臨度1.3で、あって，

第1表容器内の温度勾配及びノ、ダユの分布状況

分布の総計
温度勾関E
範関 個供体試重立 延判脚部:1叩

温度選好I反限度時

個体個ゐ個μの方向後(OCl 

10-15 26 182 58 73 

15-20 22 154 33 67 

20-2ラ 25 175 27 85 

25-30 26 182 126 24 

30-35 22 154 

35-40 26 182 108 I 4 

[君主] 持ーは温度選好なし

↑は高温部を選好

↓は低温部を選好

時反!程度= 高(低)温部の個体鍛
f.tt (高Ji品部の個体政

1.3 

2.0 

3.1 

5.3 

7.5 

27.0 

との温度範閣ではハダニの温度選好はない。向低

温部に於けるハダ=の行動は不活畿であった。温

度勾配 15_200C，20-250Cの賓験では，何れの

場合にも低温部に於て逃避反臆が認められハダェ

は高温部に多く集まる。温度勾配25-30CCでは，

逆に高温部を避け低温部に集まるようになる。即

ち， 182個体中 126が低温部を選好した(反臆度=

5.3)。貫験時の観察によるととの温度勾配では高

温部に入った個体は喫驚運動を行い，鐙向無定位

運動性によって漸弐低温部に蛸集ずるのである。

温度勾配 30-35
G

C，35-40
G

Cの結果は何れも低

温部を選好し，高温部で示す喫驚反臨は顕著であ

ったO.以上の賓験にようてハダニの成体の選好す

る温度は 30
0

C以下でるるととが明瞭になり，選

好温度坊を精細に調べるため容器の左右の温度差

を5
0

C以下にした宣験を試みて第2去の結果を得

た。

第2表容器内の温度勾商E及ひv、ダユの分布駅況

温度勾酉E
分布の総計

温度選
範園 供試 延|低温部!品温部

好方向の
反庭度

個体重主個体重主 I (OCl :1国体重主個体重立
27-30 22 154 90 21 4.3 

28-30 23 32 2.6 

25-27 25 175 I 48 57 ，1.2 

温度勾配 27-30CCに於ける反陪;度(=4.3)は

温度勾配 25-30
C

Cに較べて僅かに低下するだけ

で明らかに低温部を選好する。温度勾配28_300C



森一一リンゴノ、ダユの生態拳的研究 457 

でも反陣度 2.6で向高温部を避ける。

温度勾配 25-27
G
Cでは雨温度帯に於

てハダニの選好を認めることが出来な

い。即ち 30
0C附近では 20Cの差異で

もハダニは強く反臆するが 270Cで

は20Cの差には反隠したい。要するに

ハダ=は低温度では弱い逃避反底を，

高温度では強い逃避反臨を示し，との

雨極端の聞に温度差に反隠しない温度

帯が存在するのである。

費験1I. 容器の片側を 250Cに

保って，他の側を 40T，350C， 30oC， 

270C， 20
o
C， 10

G

Cの各種温度を作って

容器内のハダ=の行動を精細に観察し

た。とれには中間帯に放置したハダ=

の 1時間の足跡を記録する方法を試み

た。賓験結果は第2闘に示す如くであ

る。

何れの場合でも 250C部で、はハダ

エの運動は活設で方向聯換率が高く，

且つ歩行距離が大きい。温度勾配25-

40GCの際に認められる高温部での喫

驚逃避反底は顕著であった。低温度で

は温度勾配 25_200C，25-lOGCの結

果，高温部ほどの逃避が見られ歩，む

しろ運動が不活設に友るのが観察され

た。賓験I.によって温度選好に差のな

かった温度勾配 25-27
0Cの容器では

雨温度帯でのハダニの行動は酷似し，

歩行距離に有意な主は見られたかった。

HERTER(1924)， BODENHEIMER & 

SCHENKIN (1929)， HOMP (1939)の指摘

している如く，瑳温動物の選好温度は寅験前に動

物の置かれていた温度により鐙る事賢から，この

種ハダユも完走温に趨臆して選好温度は季節的に鑓

化する可能性があるが，今回の貫験に供しだリン

ゴハダェは6月上旬から 7月上旬の期間に採集し

た第2世代の成体に限られて必り，季節的援化の

追究は行わなかった。

本貫験ではハダニの雌雄及び殻育各期に於け

る温度反11ft.の差を調べなかった。亦貫験は散光下

25-1.0C( 

2rj-:~5。仁

.2圃 alternative chamber内に於ける
ノ、ダニの 1時間の歩行軌跡

[註] 毅字:温度勾商~， S:出護職， E:終着賠

25-270( 

25-2t10C 

25-¥00じ

で行ったものであり暗黒下の成韻との比較も試み

なかったが，将来との黙に就いて寅験的観察を行

でつて検討したいと思う。

摘要

1. alternative chamberを用いてリンゴハダ

ニの一種，Mefatetranychus ulmi成体の選好温度域

を測定した。

2. リンゴハダニは一般に高温度 (300C乃至
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400C)では低温度 (10。乃至 250C)より温度反聴が

敏感で、あり，現驚運動を穎著に示し.た。lO'C以下

の低温では行動が不活設であった。

3. リンゴハダニは 250C以下の温度ではiE

の走熱性を， 300C以上では員の走熱性を示し，選

好温度域は 25，.....，270Cで、あった。

4. リンゴハダニは走温性と捷向無定位運動

牲によって一定温度の場所に集合するものと考え

られる。
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Resum会

In summer from 1950 to 1952 extraordinary multip1ication of apple tree mites occurred in }apan， 

and orchards experienced a great deal of damage. The protection of apple trees from the attack of the 

mites becomes the pmblem of prime importance at present. Up to the present， the ecological research 

of this mite has been very poor， though it is fundamental for the contro1. 

At first the reaction of the apple tree mites (Metatetranj吋 l!Sulmi) to the temperature have been 

studied， employing the apparatus "Alternative Chamber" deviced by the author. The electric lamp 

(60 Watt) was used at the distance of 45 cm for the uniform lightning. 

Two series of experiments were carried out. First 20 to 30 mites were put through the small 

central hole of the apparatus， and the numbet oI mites on each side (cool half and warm half) of the 

chamber was counted during 30 minutes at intervals of 5 minutes. The number of mites which rest 

in the intermediate zone with 4 cm width along the mid-line between the chambers of different tem咽

perature was omitted. 

Second， the mite was introduced one by one through the central hole into the chamber and the 

movement was observed for 1 hour by means of the traces recorded on the paper (that is pr巴pare

beforhand.) 

The results obtained were as follows: 

GeneraIIy， below lOoC the mites bec9me very sluggish. They select nowhere at the themperature 

di任e:renceof 50C showing no response. Again， in a 10-150C gradient mites showed no p:reference. In 15-

200C gradient and also in 20，-250C onea distinct avoiding reaction appeared. The mites were found more 

abundant in number in the warm half and when disturbed they swarmed in the cooler half. . As the 

t包empe白r叫 ureinc:reased and had a gradient as 25一3却OOCthe mites s討h冶owedas試trongavoidance of the higher 
temperature. Out of 182 mites， 126， or 69 per cent.， settled in the cooler half. The intensity of the 

reaction was 5.3. When the gradient was dec:reaseq by 20C as in a series of 27-30oC， the intensity of 

the reaction slightly reduced to 4.3. When th，e range wasnarrowed fu:rther， by lOC as 28-30oC， there 
was stil! a distinct avoidance of the higher temperature with an intensity of 2.6 . 

It has become cIear that the mites react stmngly to a di妊erenceof 20C at the temperature higher 

than 28
0

C， while they show no preference in a 25-270C series with the same di任erence(20c). 

Apple tree mites therefore show a weak avoidance of low temperature but a very sharp avoida 


